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【緒言】リン31磁気共鳴分光法（31P－MRS）は細胞内
pHを非侵襲的に測定する方法として使われているが、
運動野のpH変化を連続的に詳細に測定した報告はほと
んどない。そこで演者らは、運動中のpH変化と運動強
度あるいは持続時間がどの様に関連するのか明らかに
する為、特にpHが変化しやすいと考えられるアイソメ
トリック・グリップ運動を選び、運動中の31P－MRS
スペクトルを測定した。
【方法】5名の健常男性（年齢27－40歳）を対象として、
1分間の安静の後、最大随意収縮期（MVC）の10、30、50、
70％の各弓鍍でアイソメトリック・グリップ運動を行い、
右前腕屈筋群（主に浅指屈筋）の31P－MRSスペクトル
の計測を4秒毎に行った。測定は1日1回とし、筋の
疲弊によりそれぞれの目標運動強度を維持できなくな
った時点をもってオールアウトとした。pHはクレアチ
ンリン酸と無機リン酸の化学シフト（δ）より計算式：
pH＝6．75＋log｛（δ一3．27）／（5．69一δ）｝に基づき算出した。
【結果及び考案】pHは、いずれの強度とも運動開始と
共にややアルカリ側にシフトした後に低下し始めた。
オールアウト時の平均pHは70％MVCで6．53、50％MVC
で6．07、30％MVCで651、10％MVCで6，75であり、い
ずれの被験者とも50％MVCの強度で最も低い値を示し
た。以上より、アイソメトリック・グリップ運動中の
pHは運動強度に比例して低下するものではなく、また
オールアウト時のpHは常に一定の値に収束するもので
もなく、ある特別な条件下で最もpHが低下するという
ことが判明した。そして、この条件は一般健常人では
50％MVC前後であるということが明かとなった。
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緒言：脂肪細胞の脂肪分正反応は促進性経路と抑
制性経路に支配されているが，後者の経路が身体
トレーニング（TR）によって修飾されるか否か
は全く不明である．そこで脂肪分解反応の抑制性
経路に及ぼすTRの影響について検討した．
実験方法：TRは章動物騒トレッドミルによって
ウィスタ一系雄ラットに9週間の走行トレーニン
グを実施した．最終TR24時間経過後，副こう
丸の白色脂肪組織から脂肪細胞を単離した．脂肪
細胞は緩衝液に浮遊させ，種々の条件下でインキ
ュベートし，脂肪分解反応を測定した．
結果および考察：ノルアドレナリン（NA）によ
る脂肪分解作用はTRによって増強した．アデノ
シンやプロスタグランジンは抑制性のGタンパク
質（Gi）を介して脂肪分解を抑制する．そこで
フェニルイソプロピルアデノシン（PIA）の脂
肪分解抑制効果に及ぼすTRの影響について検討
した．PIAの脂肪分解を50％抑制する濃度は
TRによってわずかに増加したが，濃度反応曲線
に群群間で本質的な差が認められなかった．さら
にGiの機能を消失させる百日咳毒素（PT）の
効果について検討した，PTの添加後120分以
内に，ADA存在下の脂肪分解はPT非存在下の
脂肪分解に比べて有意に増加した．しかしながら
TR群の脂肪細胞ではPTによる脂肪分解増強効
果が添加後60分以内に観察された．この事はT
R群の脂肪細胞ではPTに対する感受性が高く，
Gi量が相対的に低下する知見（著者ら発表）を
支持している．また，NAによる最大脂肪分解作
用の二一間の差はPT処理によっても消失しなか
った．以上の事をまとめると，抑制性受容体と連
関したGiを介する情報伝達経路はTRによって
著明な影響を受けないことが明らかになり，TR
によるGi量の減少は主としてβ一アドレナリン
受容体と刺激性Gタンパク質との連関を増強する
ことに関わっている事を強く支持している．
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